
和歌山大学教育学部附属小学校 

第６学年 社会科 授業構想シート 

授業者 西川 恭矢 

１．単元名 江戸幕府と政治の安定 ～徳川時代２６５年のなぞにせまる～ 

２．６年 C組の子ども 

 

 

 

 

 

 

 

３.何ができるようになるか 

４．何を学ぶのか 

①単元の目標 

 

 

 

 

②教材の価値 

 

 

 

 

 

５．どのように学ぶのか 

探
究
力 

・社会的事象の見方・考え方を働かせながら，探究のプロセスをとおして，目の前の未知の問 

題に対して，解決に取り組む資質・能力 

省
察
性 

・社会的事象の見方・考え方を働かせながら，自らの学びにおいて学びの方法や道筋を調整・ 

改善したり，学びを意味づけたり，学んだことを自己の生活や行動につなげたりする自己効 

力感に支えらえた資質・能力 

本実践の主張点 
「江戸幕府による政治の安定」と「町人の文化の発展」を一つの単元として構成

することで，多角的な立場から歴史的事象を捉え，探究の質が高まるであろう。 

文化財や年表を活用しながら，幕府の政策や町人文化の発展，民衆のくらしについて調べ，江戸時

代が長期間続いたことや社会の安定によって町人の文化が栄えたこと，身分によって民衆の生活が

制限されたことを理解し，多角的な立場から江戸時代を捉え，自分なりの考えをもつことができる。 

江戸時代は諸政策によって，様々な人々の生活を制限し，武士による政治の安定を図った時代で

あるといえる。このような時代を学習していく過程で，多くの子どもが「誰かの生活を制限した上で

成り立つ安定は，本当の安定とはいえない」という考えをもつことが予想できる。そこで，町人文化

の発展について調べる活動を通して，「江戸時代における政治の安定が，文化の発展をもたらした」

という側面もあることに気付かせる。このように多角的な視点から江戸時代を捉えていくことで，

自分とは違う考えに出合い，対話を通して自分の考えを再構成していく姿が見られるであろう。 

学習のふり返りには，「歴史上の出来事には簡単に，判断できないことがたくさんある。」「○○の

立場からだけでなく，□□の立場からも考えてみたい。」等の記述が見られるなど，歴史的事象を多

角的な視点から捉えようとする力が育まれてきている。その一方で，日々の学校生活における事象

に対する対応や社会問題における対策への考えは，まだまだ一面的なものが多く「省察性を働かせ

た学び（歴史の学びを自己の生活につなげる資質・能力）」は実現できていない。歴史学習を通して

様々な事象を多角的に判断し，他者と調整しながら考えを再構築していける力を育成していきたい。 

 



和歌山大学教育学部附属小学校 

５．どのように学ぶのか 

①単元における授業づくりの「しかけ」 

 

②学習内容を理解し，資質・能力を育成するための学習過程 

６．何が身に付いたか 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
基
準 
 

・幕府の諸政策によって，江

戸時代が長期間続いたこと

や社会の安定によって町人

の文化が栄えたこと，身分

によって民衆の生活が制限

されたことを理解する。 

・多角的な立場から江戸幕府

の政治について話し合い，

江戸幕府による政治の安定

とその過程での問題点に気

付き，自分の考えをもち，

表現することができる。 

・多角的な立場から幕府の政

治について，粘り強く調べ

活動に取り組み，意欲的に

追究し，自分の考えを広げ

たり深めたりしようとして

いる。 

探究力を育む 主：主体  協：協働  活：活用       省察性を育む 気：気付く 決：決める 動：動く  

主 県立博物館での学習を計画し，郷土の偉人に 

ついて学ぶことができるようにする。 

協 これまでの学びと対極に位置する資料を提示 

し，他者との考えの「ずれ」をもとに協働しな 

がら学ぶことができるようにする。 

活 決まった答えがない問いを設定し，既習を活 

用しながら学習を進められるようにする。 

気 互いの考えが可視化する活動を取り入れ，他 

者との考えの「ずれ」に気付き，自らの学びを 

調整したり，意味づけたりする。  

決 他者と対話する活動を通して，考えを更新し， 

多角的な立場から自分なりの考えを決められ 

るようにする。 

単元計画（全９時間） 本時 ８/９  

①鎌倉時代・室町時代・安土桃山時代・江戸時代の続いた年数を比較し，単元の学習問題『江戸幕府 

は，なぜ２６５年も続いたのだろうか？』を設定し，単元の学習計画を立てる。 

②なぜ，幕府は各藩の大名に対して参勤交代を命じたか考える。 

③なぜ，幕府は外国との貿易を制限したか考える。 

④なぜ，幕府は人々を職業により区別したか考える。 

⑤なぜ，京都や大坂で町人文化が発展したか考える。 

⑥町人文化が発展したころの民衆の生活について調べ，自分なりの考えをもつ。 

⑦徳川吉宗の政治について調べ，自分なりの考えをもつ。 

⑧徳川吉宗と徳川宗春の政治を比較し，吉宗を評価する。（本時） 

⑨単元を通して学んだこと整理し，それぞれの立場における江戸時代について話し合う。  



和歌山大学教育学部附属小学校 

社会科学習指導本時案 

授業者 西川 恭矢 

日時：令和２年１０月２１日（水）第５校時（１３：３０～１４：１５） 

対象：第６学年Ｃ組 ２７人  

 

１．本時の構想と学習課題について  

本時で取り扱う「吉宗の政策と宗春の政策」は，相対する政策である。このような政策を比較・検討

させることで，様々な社会的事象を見るための基礎が身についていくと考える。導入では，和歌山の偉

人である徳川吉宗の政策を好意的に捉える子どもに対し， 尾張藩主 徳川宗春の存在をその姿とともに

提示する。子どもたちからは，「自ら進んで質素・倹約に取り組み，幕府をピンチから救った吉宗の政治

を，御三家の一つでもある尾張藩の藩主がなぜ否定するの？」「質素・倹約といっているのに，宗春はど

うして派手な格好をしているの？」といった意見が出されるであろう。このような子どもの疑問から本

時の学習問題「徳川吉宗は，すぐれたリーダーといえるのだろうか？」を設定する。その後，個人によ

る調べ学習を通して，宗春の政策（商業を重視した政策によって経済を活性化させる）を読み取らせる。

既習の学びと本時における新たな学びを活用しながら，異なる考えをもつ他者と対話することでどのよ

うな政策にも長所と短所があることに気付き，多角的な視点から価値判断する子どもの姿を期待する。 

２．本時における探究の質を高める場面と授業づくりの「しかけ」について 

 本時における探究の質を高める場面は，各資料や既習事項をもとに吉宗と宗春の政策を比較し，考え

を伝え合う場面である。このとき，スケール図（＊本時の展開参照）を活用することで，二者択一では

ない子どもの考えを可視化し，対話を活性化させることができると考える。具体的には，「民衆の立場か

らだとやっぱり生活が制限されない宗春の政策の方が評価できる。」「でも，吉宗は目安箱を置いたり，

病院を建てたりしていることを考えると決して民衆のことを思っていなかったわけではない。」等の対

話を期待する。また，子どもたちが各政策のメリットとデメリットを視覚的に捉え，根拠に基づいて対

話を進めていけるよう，それぞれの意見を構造化して板書するようにしたい。 

３．本時における評価活動について 

授業のはじめと終わりに学習問題に対して，自分の考えを書く時間を設定する。１時間の学習で考え

たことをふり返り，自己評価することで，何をどこまで理解したのか，何が分からなかったのかを自覚

することができると考える。また，はじめと終わりの自分の考えを比較することで，「自分の考えは話し

合いによってよくなる」という自覚や「みんなの考えを合わせると答えが見えてくる」という学び方に

対する省察性も働かせることができると考える。 

本時の主張点 
各資料や既習事項をもとに吉宗と宗春を比較しながら対話させることで，考え

を省察し，多角的な立場から価値判断をする姿がみられるようになるだろう。 



和歌山大学教育学部附属小学校 

４．本時の目標 

 徳川吉宗の政策について，個々の見方やこれまでの学びを活用・発揮しながら，多角的な立場から価

値判断し，自分の考えをまとめることができる。 

５．本時において働かせたい見方・考え方 

６．本時の展開 

学習活動と予想される子どもの反応 留意点・評価 

１．吉宗の政策を否定した宗春の存在を知り，本時の学習問 

題を設定する。 

〇宗春も御三家なのにどうして吉宗の政策を否定するの？  

 

 

 

２．宗春の政策について書かれた資料を読み取る。 
〇質素・倹約は，確かに民衆を苦しめたかもしれない。 

〇吉宗とは，真逆の政策で経済を立て直そうとしている。活性

化させて経済を救うのは，Go Toキャンペーンと似ている。 

〇名古屋の人口が増えた理由もよくわかる。自分も当時に生ま

れていたら名古屋に行っていたかもしれない。 

 

３．学習問題に対する自分の考えをスケール図に示す。 

〇確かに質素・倹約は民衆にとっても大変なものだったかもし

れないけど，目安箱を設置したり，自ら進んで質素な生活を

したりしているから，すぐれたリーダーといえると思う。 

〇やはり，民衆のことを一番に考えるのがすぐれたリーダーだ

と思う。一揆が増えたということは，幕府の存続にもかかわ

ることだと思う。 

 

４．各グループや全体で学習問題について話し合う。 
〇吉宗は幕府のピンチを救うことが一番の目的でしょう？それ

ならやっぱり，吉宗はすぐれたリーダーといえそうだね。 

〇でも，それによって民衆の生活が苦しくなっているから民衆

から見たら吉宗はすぐれたリーダーではないかもね。 

〇でも幕府が強力な力をもったからこそ，安定した時代になっ

て町人文化などが発達した。そう考えると，安定した時代の

ために質素・倹約は仕方がなかったのではないかな？ 

〇実際，吉宗自身も質素・倹約をしているし・・・。 

 

５．考えが変わったこと，深まったことを中心に学習問題へ

の自分の考えを書き，学習をふり返る。 

〇今までは，吉宗の政策はすごく評価できるものだと思って 

いた。でも，民衆の立場から見ると必ずそうとも言いきれ 

ないと感じた。そう考えるとすべての人にとって良い政策 

はないのかなとも思った。 

・既習事項を覆す事実を提示し，驚き

とともに学習問題を設定する。 

 

 

 
 

 

・吉宗の政策とは相反する宗春の政策 

の具体と効果を示した資料を提示し 

多角的な視点から，学習問題を捉え 

させる。 

 

 

 

・スケール図を活用し，考えを表現さ

せることで様々な考えを可視化し，

より活発な対話を生むようにする。 

 

 

 

 

 

・意見を整理するため，どの立場に 

立った意見なのかが視覚的に分か 

るように板書する。 

 

 

 

 

 

 

思，判，表 

・徳川吉宗の政策について，個々の見

方やこれまでの学びを活用・発揮し

ながら，多角的な立場から価値判断

し，自分の考えをまとめることがで

きる。 

■くらべる  ■つなげる  □まとめる  □わける  □予想する  ■見方を変える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□□□□□□ 

□□□□□□ 

 

 

☆ 学習問題 『吉宗はすぐれたリーダーといえるのだろうか？』 

YES NO 



探
究
力 

研究授業Ⅱ   

第６学年，社会科，指 導 者：西川 恭矢 

単 元 名：「江戸幕府と政治の安定～徳川時代２６５年のなぞにせまる～」  

【各教科・領域において習得した知識（内容知・方法知・体験知）の活用・発揮が促され，互いの探究のプロセスが充実していくイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科「江戸幕府と政治の安定～徳川幕府２６５年のなぞにせまる～」 

 

 

 

問題解決① 

「なぜ，江戸幕府は２６５年も続いたのだろう？」 

道徳科「地球を一周歩いた男 ―伊能忠敬―」 

・幕府による政治の安定が江戸時代の学問を発

展させたという知識や価値が社会科 問題解

決①の情報収集のプロセスを充実させる。 

 

進歩について理解し，問題解決①の情報収集の

プロセスを充実させる。 

 

課 

情 

国語科「一番大事なものは」 

・互いの立場や意図を明確にしながら話し合い，考えを広げたりまとめたりする活動 

を通して得た知識が，社会科 問題解決②の話し合い場面において生かされ，課題設

定・情報収集のプロセスを充実させる。 

 

 

社会科「戦国の世から天下統一へ」 

・天下統一を成し遂げるために活躍した２人の武

将（織田信長・豊臣秀吉）でも，わずか約３０年

の政治しか行えなかったという知識が，社会科 

問題解決①の課題設定のプロセスを充実させる。 

 

問題解決② 

「徳川吉宗はすぐれたリーダーといえるのだろうか？」 

CHANGE「Go Toキャンペーンについて自分の考えをもとう」 

・修学旅行で利用したGo Toキャンペーンの目的やメリット・デメリットを調べて得た，政 

策には立場によって様々な意見があるという知識が社会科 問題解決②の課題設定のプロセ

スを充実させる。 

・吉宗の政策を多角的に評価する学習（社会科の問題解決②）で得られた知識が CHANGEに

おける学習問題作りや価値・判断に生かされ課題設定・情報収集のプロセスを充実させる。 

・修学旅行で利用したGo TOキャンペーンの目的やメリット・デメリットを調 

べ得た知識が社会科 問題解決②の課題設定のプロセスを充実させる。 課 
課・情 

課・情 


